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●

第
十
六
回
統
計
的
方
法
の
本
質
　
　
　
　
　
　
関
彌
　
三
　
郎

第
十
七
同
地
方
雑
税
　
　
　
　
　
箕
浦
格
良

　
（
報
告
要
冒
）
地
方
税
中
道
府
県
税
に
属
す
る
鉱
区
税
、
漁
業
権
税
、

持
猟
者
税
に
つ
い
（
詳
細
な
解
説
が
加
え
ら
れ
た
。

第
十
八
同
　
附
加
価
値
税
の
本
質
　
　
　
　
　
　
　
箕
　
浦
　
格
　
良

第
十
九
圃
保
険
差
益
の
会
計
処
理
　
　
　
　
　
　
寺
　
島
　
　
平

　
（
報
告
要
旨
）
保
険
差
益
の
圧
縮
記
帳
の
特
例
を
中
心
と
し
て
、
碗

法
上
の
規
定
や
取
扱
の
理
解
と
批
判
、
そ
し
て
そ
の
性
格
上
、
資
産
再

評
価
差
益
同
様
に
解
し
、
そ
の
資
本
性
を
主
張
し
か
つ
そ
の
処
理
方
法

を
例
示
す
る
と
共
に
、
資
本
取
引
と
損
益
取
引
の
区
分
、
し
た
が
つ
て

資
本
剰
鹸
金
と
利
益
剰
験
金
と
の
本
質
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
。

第
二
十
同
　
「
資
本
論
」
に
お
げ
る
流
通
費
の
性
格
　
小
　
牧
　
聖
　
徳

　
（
報
告
要
旨
）
特
殊
な
流
通
費
で
あ
る
保
管
費
と
運
輸
費
の
生
産
的

性
格
を
論
じ
、
そ
れ
は
費
本
家
に
は
致
富
の
源
泉
で
あ
り
、
社
会
全
体

の
商
品
の
価
値
を
高
め
る
も
、
価
値
の
増
加
、
杜
会
全
体
の
富
の
増
加

と
は
な
ら
狂
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
消
極
的
生
産
と
名
づ
げ
た
、

　
　
　
　
★

　
本
誌
目
籟
所
掲
の
末
川
名
誉
会
長
の
創
刊
の
こ
と
ぱ
や
後
掲
の
趣
意

書
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
経
緯
で
、
わ
れ
わ
れ
経
済
学
部
の
「
経
商
研
究

会
」
は
、
新
に
成
立
し
た
「
経
済
学
会
」
中
、
専
任
教
員
を
構
成
貫
と

す
る
一
研
究
グ
ル
ー
プ
に
汰
つ
た
わ
げ
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
今
後

も
「
経
商
研
究
会
」
の
活
動
は
つ
づ
け
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

立
命
館
大
学
経
済
学
会
の
成
立

　
経
商
研
究
会
は
か
ね
て
経
済
学
会
へ
の
改
組
再
編
成
を
企
画
し
、
そ

の
事
業
、
機
構
そ
の
他
に
つ
い
て
準
備
中
で
あ
つ
た
が
、
去
る
二
月
十

彙
　
　
　
報

二
目
創
立
総
会
を
開
催
Ｌ
、
席
上
別
掲
の
如
ぎ
“
会
則
を
審
議
決
定
し

た
。
な
お
、
新
構
想
に
倖
い
会
員
を
広
く
学
生
、
校
友
の
中
に
募
る
べ

く
、
大
体
左
掲
の
よ
う
な
趣
意
書
を
も
つ
て
呼
び
か
け
た
が
、
続
々
入

会
申
込
が
あ
り
、
大
い
に
意
を
強
く
し
て
い
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
★

　
立
命
館
大
学
経
済
学
会
の
結
成
に
あ
た
っ
て

　
わ
れ
わ
れ
は
昨
年
す
で
に
立
命
館
学
園
の
創
立
五
十
周
年
を
祝
っ
た

が
、
わ
が
経
済
学
部
が
立
命
館
大
学
法
経
学
部
の
経
済
学
科
と
し
て
発

足
し
て
か
ら
で
も
す
で
に
四
半
世
紀
を
超
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
間
、

経
済
学
科
は
更
に
商
学
科
の
拡
充
を
加
え
、
こ
の
両
学
科
を
担
当
す
る

本
学
専
任
教
員
は
「
経
商
研
究
会
」
を
結
成
し
て
、
相
互
の
研
鎮
推
究

を
つ
づ
け
て
来
た
の
で
あ
る
。
そ
の
研
究
成
果
の
発
表
機
関
と
し
て
は

「
立
命
館
学
叢
一
　
「
法
と
経
済
」
　
「
立
命
館
大
学
論
叢
」
更
に
ー
復
刊

「
法
と
経
済
」
と
い
う
ふ
う
に
、
わ
が
学
園
の
発
震
と
杜
会
情
勢
の
推

移
を
反
映
し
つ
つ
種
ヵ
変
遷
し
て
来
た
が
、
専
門
的
研
究
活
動
と
そ
の

成
果
発
表
と
は
不
断
に
つ
づ
げ
ら
れ
て
今
日
に
室
つ
た
の
で
あ
る
。

　
今
や
わ
れ
わ
れ
は
独
立
の
し
か
も
学
園
中
最
大
の
学
部
に
１
ま
で
成
長

し
て
来
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
偏
に
尭
輩
諸
先
生
の
努
力
の
賜
物
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
わ
れ
わ
れ
、
ま
た
先
学
の
業
績
と
名
声

を
摩
め
る
こ
と
の
在
い
よ
う
、
一
幡
の
研
鰻
を
誓
う
と
共
に
、
従
前
の

「
経
商
研
究
会
」
を
改
組
し
て
、
こ
二
に
「
立
命
館
大
学
経
済
学
会
」

を
結
成
し
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
「
経
済
学
会
一
は
研
究
発
表
の

舞
台
と
し
て
「
法
と
経
済
」
に
代
っ
て
新
た
に
機
関
誌
「
立
命
館
経
済

学
」
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。

　
従
来
の
「
経
商
研
究
会
」
は
専
ら
学
部
専
任
教
負
を
成
員
と
す
る
組

織
で
あ
り
、
機
関
誌
も
ま
た
専
門
的
研
究
成
果
の
褐
載
に
限
ら
れ
て
い

で
，
、
学
生
諾
君
に
対
す
る
直
接
の
関
心
は
極
め
て
稀
薄
な
も
の
で
あ
っ

た
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
点
に
深
く
反
省
す
べ
ぎ
と
こ
ろ
の
あ
る
を
感
じ
、

新
た
に
誕
生
し
た
「
学
会
一
は
教
員
の
み
な
ら
ず
、
校
友
や
在
学
生
諸

一
四
一



●

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
一
巻
・
第
一
号
）

君
お
も
組
織
中
に
包
含
し
、
わ
が
経
済
学
都
関
係
者
の
総
力
を
結
集
Ｌ

て
学
会
事
業
を
推
進
し
た
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
す
狂
わ
ち
、
従
前

の
よ
う
な
個
人
的
研
究
発
表
の
会
た
る
に
止
ま
ら
ず
、
学
生
諸
君
の
た

め
の
講
座
の
開
設
や
、
工
場
見
学
、
実
態
調
査
の
実
施
な
ど
∴
教
員
と

学
生
と
が
一
丸
と
な
っ
て
学
問
的
活
動
が
出
来
る
よ
う
な
組
織
に
し
た

い
の
で
あ
る
。
ま
た
機
関
誌
も
「
学
生
版
」
の
発
行
な
ど
に
よ
っ
て
校

友
・
学
生
諸
雷
の
研
究
発
表
に
供
し
う
る
機
会
を
つ
く
り
た
い
計
、
圃
を

も
っ
て
お
る
。
各
位
の
御
協
力
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

　
　
昭
和
二
十
七
年
二
月
　
　
　
　
　
　
　
立
命
館
大
学
経
済
学
会

　
　
　
　
★

立
命
館
大
学
経
済
学
会
会
則

一
、
本
会
は
立
命
館
大
学
経
済
学
会
と
称
す
る
。

二
、
本
会
の
事
務
所
は
立
命
館
大
学
経
済
学
部
内
に
お
く
。

三
、
本
会
は
経
済
学
・
商
学
そ
の
他
こ
れ
に
関
連
す
る
諸
学
の
研
究
お

　
　
よ
び
そ
の
普
及
を
目
的
と
す
る
。

四
、
本
会
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
　
１
機
関
誌
「
立
命
館
経
済
学
」
の
編
集

　
　
２
研
究
会
・
講
演
会
の
開
催

　
　
３
実
態
調
査
・
見
学
会
の
実
施
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
　
４
そ
の
他
右
に
関
連
す
る
事
業

五
、
本
会
は
立
命
館
大
学
経
済
学
都
に
ー
関
係
あ
る
教
員
お
よ
び
校
友
．

　
　
在
学
生
を
も
っ
で
、
組
織
す
る
。
本
会
の
主
旨
に
養
同
し
こ
れ
を
支

　
　
援
し
よ
う
と
す
る
も
の
は
入
会
す
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
会
員
は
所

　
　
定
の
会
費
を
負
担
Ｌ
機
関
誌
の
配
布
を
う
け
か
つ
本
会
の
行
う
各

　
　
種
の
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
本
会
に
１
左
の
役
員
を
お
く
。

　
　
１
　
名
誉
会
長
　
　
　
一
　
　
名

　
　
２
会
　
　
長
　
　
　
一
　
　
名

　
　
３
評
議
貴
　
　
　
若
千
名

４５

委幹

員事

若一

干
一
四
二名名

　
　
名
誉
会
長
に
は
本
学
総
長
を
推
戴
す
る
。

　
　
会
長
に
は
経
済
学
部
長
が
就
任
す
る
。

　
　
評
議
員
は
経
済
学
部
専
任
教
員
並
び
に
会
員
た
る
校
友
・
学
生
の

　
　
代
表
者
を
以
て
、
」
れ
に
あ
て
る
。

　
　
委
員
は
編
集
・
事
業
・
会
計
に
分
ち
そ
れ
ぞ
れ
評
議
員
会
で
選
任

　
　
し
そ
の
任
期
は
一
ヶ
年
と
す
る
。
但
し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

　
　
幹
事
は
経
済
学
都
教
務
課
長
が
こ
れ
に
ー
あ
た
り
本
会
の
庶
務
を
担

　
　
当
す
る
。

七
、
第
四
条
各
項
の
事
業
に
つ
い
て
は
委
員
会
が
こ
れ
を
運
営
す
る
。

　
　
但
し
特
に
量
要
な
も
の
に
１
つ
い
て
は
評
議
員
会
の
審
議
を
経
な
げ

　
　
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
評
議
員
会
は
会
長
が
こ
れ
を
召
集
す
る
。

八
、
本
会
の
経
費
は
会
費
・
補
助
金
・
寄
付
金
を
以
て
こ
れ
に
あ
て
る
。

　
　
会
費
は
左
の
通
り
と
す
る
。

　
　
　
一
般
会
員
　
　
年
額
金
六
百
円

　
　
　
学
生
会
員
　
　
年
額
金
五
百
円

九
、
本
会
の
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
は
じ
ま
り
翌
年
三
月
末
日

　
　
に
終
る
。

　
　
会
計
ぱ
当
該
年
度
終
了
後
ニ
ケ
月
以
内
に
決
算
を
行
い
評
議
貫
会

　
　
に
報
告
し
な
げ
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

十
、
本
会
の
会
則
の
変
更
は
評
議
員
会
の
決
議
に
よ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
－
’
・
毫
・
’
．
、
孝
＾
，
去
・
妻
｛
、
葦
そ
〉
く
’

　
　
　
　
　
　
　
　
会
費
納
入
内
規

般
　
　
会

員

昭
和
二
六
年
度
簗
三
期
一
■
一
〇
Ｉ
Ｏ
旧

普
通
年
度
第
　
　
期
二
〇
〇
円

簿
」
一
第
二
期
二
〇
〇
円

一
一
●
○
円

一
般
会
員

は
な
る
べ

く
全
額
前

納
を
お
願

い
し
ま
す

学
　
生

会
員

一
〇
〇
円
一

二
〇
〇
円

二
〇
〇
円
○
円

全
額
前
納

は
四
五
〇
円


